
第３回能代市総合計画市民協働会議

日 時 平成２３年８月１８日（木）

午後７時

場 所 二ツ井町庁舎 大会議室

報 告 概 要

各班の発表者からの報告は、概ね次のとおりでした。

【Ａ班】

１（２）学び合い高め合って地域に活かす生涯学習、

１（３）地域で育み社会で支える子育て・子ども支援、

１（４）次代を担う子どもの成長を支える学校教育の 「担い手と役割 「指標をめ、 」

ぐる活動・動き」について話し合いを行った。

１(２)について 「学び合い高め合って地域に生かす生涯学習」の中で新しく担い、

手として出てきたのが、私たち働いている現役世代がもっと積極的に生涯学習に参加

していくべきではないのかなということが出た。

また、実際に地域で頑張っているリーダーが少なくなっている現状にあって、リー

ダーが地域の人に自分の学んできたことを還元されるシステムが少なくなってきたの

ではないかという思いが語られた。

学校については、スポ少にしたことによって先生と生徒の関係が希薄になってきた

のではないかという意見が出た。

生涯学習のリーダーの活動として、横手市の活動が良い事例として挙げられ、今後

能代市でも見習うべきではないかという声もあった。

【Ｂ班】

１(６)地域で確約する元気な高齢者

１(７)地域で社会で自立する障害者

について話し合いを行った。

話し合いの過程では、前回配布の「市民協働会議における検討過程」の３、４ペー

、「 」 、 。ジ まちづくり提案書 が非常に役に立つということで 班で読み合わせを行った

その結果、各政策について班員をグループ分けを行い、次回までの宿題として、そ

れぞれ持ち帰ってカードを作ってくることとした。

【Ｃ班】

１（８）ふるさとの誇りを受け継ぐ文化・芸術

１（９）だれもが気軽に楽しめるスポーツ

今回は２つのテーマについて 「指標をめぐる活動」が、今どんな活動をしている、

か継続しているかという確認作業を行った。



１（８）では、学習発表会について、崇徳小学校では地元の人たちが桧山舞などを

子供たちに教えているという事例や、崇徳館に関する話題等が出て、次回以降は今あ

る活動のほかに、これからどんな活動をしていくかというところを今後話し合うこと

とした。

１(９)でも、今ある活動の確認を行った。その中で一番問題になったのは「バスケ

の街を他に誇れると思う市民の割合」が極端に下がってきている。その影響なのか能

代カップのお客さんが極端に低下してきているという点が指摘された。次回はここの

部分への対策について、いろいろな団体と協議していけるのではないかと思う。

【Ｄ班】

Ｄ班は全体的に目を通して進んでいるが、それぞれまだ入り込んで深く議論されて

いないような状況です。テーマが産業創出とか雇用を生み出す企業立地とか、非常に

難しいと感じているが、林業や農業の分野と絡めていくと、資源としての農作物や、

林業の間伐材などをうまく利用して企業立地するとか起業するということも考えられ

るのではないか。例えば農作物を製品加工する工場の立地や、それに関連する企業に

来てもらうなどの話が出てきているが、まだ全体的に進んでいない状態にあるため、

もう少し検討の時間が必要と考える。

【Ｅ班】

２（６）豊かな自然とその恵みを活かす観光

２（７）自然と共生し地域で支える環境保全

２（８）資源を大切にし社会を持続できる衛生環境

E班も貼るまでもないのでこの場で報告します。当班は２(５)「まちのにぎわいを

つくり出す商業」２(６)「豊かな自然とその恵みを活かす観光」２(７)「自然と共生

し地域で支える環境保全」２(８)「資源を大切にし社会を持続できる衛生環境」この

４つがテーマとしてありますけれども今日はこのうち２(５)「まちのにぎわいをつく

り出す商業」この点についてはまだ話し合うことは出来ませんでしたが、他の３つに

ついて銘々付箋に書いて今日はいっぱい出ましていっぱい貼ったのですが、各自が思

いついたことを出したものをどう整理していくか今後の課題だと思っております。

【Ｆ班】

３(３)効果的で調和のとれた土地利活用

３(４)快適で暮らしやすい住環境

について作業を行った。

３（３）では、現状と課題は町なみ、担い手は後継者、指標をめぐる活動等は空店

舗や空家、耕作放棄地などが出たが、現状は厳しいという意見が出ている。

３（４）は「調和のとれた土地利活用」と繋がっていて、担い手は民間と行政、ボ

ランティア、指標をめぐる活動等は水道普及率や汚水処理人口普及率、ブロードバン



ド世帯カバー率などは良いということだが、ブロードバンドについては、今後、光通

信の地域の拡大が必要なのではないかという意見が出た。

【Ｇ班】

３(６)不安のない生活を支える社会保障制度

社会保障制度は市単独でどうにかできる問題ではないので非常に話が進まない感じ

であった。このため介護関係の話に終始したが、その中で他の班の中身に関わってく

、 、 。るような部分もあったが 整理できていないので 次回に持ち越したいと考えている

その中で、指標は非常に順調に推移しているものの、数値が良くなっている原因がわ

からないため、途中で話が終わったという状況である。


